
Ⅴ 調査票 

219 

Ⅴ 調査票 

Ⅴ-１．就学前児童保護者用調査票 

                  小学校就学前のお子さん用 

保護者の皆様へ                

 

子ども・子育て支援ニーズ調査にご協力ください 
  

皆様には日頃より市政にご理解とご協力を賜り、誠にありがとうございます。 

さて、本市では、子ども・子育て支援を推進するため、平成 27 年度に「石巻市子ども・子育

て支援事業計画（石巻市子ども未来プラン）」を策定し、計画的な取り組みを推進しています。

来年度、この計画が最終年度を迎えることから、次期計画の策定に向けて準備を進めています。 

本調査は、次期計画の策定にあたり皆様のご意見を反映した計画とするために実施するもので、

就学前のお子さんがいらっしゃる方から 2,000 人を無作為で抽出し、ご協力をお願いしていると

ころです。 

皆様からご回答いただいた内容は、より子育てしやすい環境づくりを進めるために活用させて

いただくもので、回答者が特定される、回答内容が他にもれる、他の目的に利用することは一切

ございません。 

ご多忙のところ大変恐縮ですが、調査の趣旨をご理解いただき、ご協力くださいますようお願

い申し上げます。 

平成 30年 11 月 

石巻市長 亀 山  紘 

 

【ご記入にあたってのお願い】 

１ この調査は無記名です。（調査票にお名前を書いていただく必要はありません。） 

２ 調査票への回答は、選択肢に○をつけてお選びいただく場合と、数字などをご記入いただく場合があ

ります。また、「その他」の場合は（  ）内に具体的な内容をご記入ください。 

３ 数字で時間（時刻）を記入する場合は、24 時間制（例：午後 6時ではなく 18時）でご記入ください。 

４ 設問によっては、回答していただく方が限られる場合がありますので、「ことわり書き」や「矢印」に従っ

てご回答ください。特に「ことわり書き」などがない場合は、次の設問にお進みください。 

５ ご記入が済みましたら、お手数ですが、同封の返信用封筒に入れ、切手を貼らずに期限までにご投

函ください。 

投函期限：12月 14 日（金）まで 

◎本調査への質問または不明な点については、下記までお問い合わせください。 

石巻市福祉部子育て支援課 

TEL：0225-95-1111（内線 2552） 

FAX：0225-22-3454 

石 巻 市 
   

私たちの意見

がこの子たち

の未来をつく

るのね！ 
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  本調査への回答に当たっては、これらの情報も参考にしながらお答えください。 

事業名 事業の概要 対象者 利用可能時期 利用料等 

市立・私立認可 

保育所（園） 

小規模保育事業所 

（通常保育事業） 

保護者の就労等により家庭

での保育が困難な場合に市

立・私立認可保育所で乳幼児

を預かり、保育を提供する施

設です。 

保育に欠ける小学

校就学前の乳幼児 

１日の基本保育時間 

 

11 時間あるいは 8

時間 

0～２歳：0～65,000 円 

3  歳：0～37,000 円 

4 歳以上：0～30,500 円 

市立・私立認可 

保育所（園） 

小規模保育事業所 

（延長保育事業） 

保護者の就労形態の多様化

等による保育時間延長を行

うものです。 

事業実施保育所の

入所児童 

平日（土・日を除く） 

18:30～19:00 

（施設により異なる） 

1 回当たり保育料 

30 分以内      150 円 

30 分超 1 時時間以内 300 円 

1 時間超 1.5 時間以内 450 円 

1.5 時間超 2 時間以内 600 円 

2 時間超 2.5 時間以内 750 円 

認定こども園 
幼稚園と保育所の機能を併

せた施設です。 
1～5 歳児 

幼稚園機能の利用 

 9:00～13:00 

保育所機能の利用 

 市立・私立認可保

育所と同じ 

幼稚園機能の利用 

 ０～16,800 円 

保育所機能の利用 

 市立・私立認可保育所（園）と

同じ 

認可外保育施設 

県知事の認可を受けていな

いが届出を行った施設で、通

常保育、一時預かり等のサー

ビスを提供する施設です。 

主に小学校就学前

の乳幼児 
施設により異なる 施設により異なる 

事業所内保育施設 
事業所に併設された保育施

設で、主に自社の従業員の乳

幼児を預かる施設です。 

主に小学校就学前

の乳幼児 
施設により異なる 施設により異なる 

市立幼稚園 

小学校就学以降の学習や生

活の基盤を作るため、市立幼

稚園で児童を預かり、就学前

の幼児教育を提供します。 

 

※休業日 

土日、祝祭日、夏休み等の長

期休業期間 

4・5 歳児 

【住吉・稲井・ 

河北幼稚園】 

９:00～14:00 

 

【桃生幼稚園】 

8:30～13:30 

 

※各園の教育時間は

通園バス時間等の調

整により異なる 

保育料  

 月額 9,000 円 

 

給食費、バス協力金は施設により

異なる 

市立幼稚園の預か

り保育 

幼稚園の教育時間終了後、幼

稚園の管理の下、家庭で保育

に欠ける園児を、当該施設で

預かり保育をします。 

桃生幼稚園の４・５

歳児 

 

【桃生幼稚園】 

教育時間終了後～ 

   18:00 まで 

 

長期休業中は 8:00

～18:00 まで 

【桃生幼稚園】 

月額 5,000 円 

 

※短期預かりは１日につき  

         250 円 

私立幼稚園 

小学校就学以降の学習や生

活の基盤を作るため、私立幼

稚園で児童を預かり、就学前

の幼児教育を提供します。 

3～5 歳児 施設により異なる 施設により異なる 

私立幼稚園の預か

り保育 

幼稚園の教育時間終了後、幼

稚園の管理の下、家庭で保育

に欠ける園児を、当該施設で

預かり保育をします。 

3～5 歳児 施設により異なる 施設により異なる 

石巻市における主な子育て支援事業の実施状況 
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事業名 事業の概要 対象者 利用可能時期 利用料等 

ファミリー・サポ

ート 

「子どもを預かってほしい

方」と「子どもを預かること

ができる方」がそれぞれ会員

登録して、相互の信頼関係の

下に、子どもを預けたり、預

かったりする地域ぐるみの

子育て支援活動です。 

・利用会員 

お子さんを預かっ

てほしい方（概ね生

後２か月から小学

校６年生までの子

どものいる方） 

 

・協力会員 

お子さんを預かる

ことのできる方 

平日  

7:00～19:00 

※その他の時間は要

相談 

基本料金 

1 時間当たり 600 円 

 

左記の時間帯以外 

1 時間当たり 700 円 

一時預かり事業 
保護者の家庭保育が困難と

なる児童を保育所で一時的

に保育します。 

保育所・幼稚園等に

入所していない満

１歳以上で就学前

の児童 

平日 

8:30～16:30 

土曜日 

8:30～12:00 

 

施設により異なる 

３歳未満児 

 １ 日 利 用 2,300 円 

 ４時間以下 1,150 円 

 

３歳以上児 

 １ 日 利 用 1,400 円 

 ４時間以下  700 円 

 

施設により異なる 

子育て支援センタ

ー（地域子育て支

援拠点事業） 

子育て親子が自由に利用で

きる場で、子育て家庭に対す

る育児支援を行う事業です。 

子ども及びその保

護者 
施設により異なる 無料 

放課後児童クラブ 

仕事や病気などの理由によ

り、昼間保護者が不在になる

家庭の小学校 1 年生から 6

年生までの児童が放課後に

過ごす生活の場として、小学

校の余裕教室や校舎外クラ

ブ専用室等において開設し

ています。  

保護者が仕事や病

気などの理由によ

る、小学校６年生ま

での児童 

【小学校授業日】  

月曜日から金曜日 

13:00～18:00 

【小学校夏休み・冬

休み・春休み】     

月曜日から金曜日  

8:00～18:00 

学校授業日利用分（月額） 

         2,000 円  

春休み（学年始） 

春休み（学年末）  500 円 

冬休み 

 

夏休み利用分   2,000 円   

子どもセンター 

（らいつ） 

子どもたちが主体となり、さ

まざまな事業を企画・実施・

運営する拠点となる児童館

です。 

満 18 歳未満の子

どもや保護者、子ど

も･子育て支援関係

者 

9:30～17:00

（19:00） 

【休館日】 

祝日及び年末年始 

第 1、3 木曜日 

無料 

病後児保育事業 

「病気の回復期」に集団保育

の困難な子どもを預かり保

育します。 

保育所や幼稚園に

通っている生後 6

か月から就学前の

乳幼児 

平日 

8:30～17:30 
1 日 2,000 円 

子育て世代包括支

援センター事業 

妊娠・子育てに関する相談支

援を行う事業です。 

妊娠中の方、0～

18 歳未満の子ど

も及びその保護者

等 

平日 

8:30～17:00 
無料 

※この表には、子育て支援事業の主なものを載せており、全てではありません。 

 

アンケートは、次のページ

からはじまります！ 
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問1 お住まいの地区をご記入ください（１つに○） 

1. 石巻地区 2. 河北地区 3. 雄勝地区 4. 河南地区 

5. 桃生地区 6. 北上地区 7. 牡鹿地区  

 

 

問2 あて名のお子さんの生年月をご記入ください。（数字は１枠に１字） 

 

 

 

 

問3 この調査票にご回答いただく方はどなたですか。あて名のお子さんからみた関係でお答えく

ださい。（１つに○） 

1. 母親 2. 父親 3. その他（        ） 

 

 

問4 問３で、「1．母親」または「2．父親」に○をつけた方にうかがいます。 

配偶者の有無についてご記入ください。（１つに○） 

1. 配偶者がいる 2. 配偶者はいない 

 

 

問5 あて名のお子さんの子育て（教育を含む）を主に行っているのはどなたですか。お子さんか

らみた関係でご記入ください。（１つに○） 

1. 父母ともに 2. 主に母親 3. 主に父親 4. 主に祖父母 5. その他（   ） 

 

 

問6 日頃、あて名のお子さんをみてもらえる親族・知人はいますか。 

（当てはまるものすべてに○） 

1. 日常的に祖父母等の親族にみてもらえる 

2. 緊急時もしくは用事の際には祖父母等の親族にみてもらえる 

3. 日常的に子どもをみてもらえる友人・知人がいる 

4. 緊急時もしくは用事の際には子どもをみてもらえる友人・知人がいる 

5. いずれもない 

平成     年         月生まれ 

封筒のあて名のお子さんとご家族の状況についてうかがいます。 
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問7 子育てに関して、喜びや楽しみと感じることが多いですか。それとも、不安や負担と感じる

ことが多いですか。（１つに○） 

1. 喜びや楽しみと感じることが多い 

2. 喜びや楽しみと感じることと不安や負担と感じることが同じくらい 

3. 不安や負担と感じることが多い 

4. その他（                                  ） 

 

問8 子育てをする上で、特に負担と思うことはどのようなことですか。            

（当てはまるものすべてに○） 

1. 子育てによる身体の疲れが大きい 

2. 子育てによる精神の疲れが大きい 

3. 子育てで出費がかさむ 

4. 自分の自由な時間が持てない 

5. 夫婦で楽しむ時間がない 

6. 仕事が十分にできない 

7. 子育てが大変なことを身近な人が理解してくれない 

8. 子どもが病気がちである 

9. 住居が狭い 

10. その他（                                   ） 

11. 特に負担に思うことはない 

 

問9 あなたは、この３か月の間に自分の子どもに対して次のようなことがありましたか。    

（当てはまるものすべてに○） 

1. たたくなど、手をあげたことがある 

2. 食事を長時間与えないなど、世話を放棄したことがある 

3. 感情的な言葉を言ったり、ひどく叱責をしたことがある 

4. 閉じ込めるなど、著しく行動を制限したことがある 

5. 特にない ⇒ 問10へ 

 

問９-１、問９-２は、問９で「1」～「４」に○をつけた方にうかがいます。 

問９-１ なぜ、そのようなことをしたと思いますか。（当てはまるものすべてに○） 

1. 子どものしつけのため 

2. 子どもが言うことを聞かないため 

3. 子どもの態度が悪いため 

4. 自分自身が心身ともに余裕がなかったため 

5. わからない 

6. その他（                               ） 

子育ての状況や悩み、相談等についてうかがいます。 



224 

問９-２ あなたは、そのときの状況やあなたの気持ちについて、誰（どこ）に話したり相談し

たりしましたか。（当てはまるものすべてに○） 

1. 配偶者・パートナー 

2. 親・きょうだい 

3. 友人・知人 

4. 幼稚園・保育所等の先生 

5. 子育て支援センター・子育て世代包括支援センター 

6. 虐待防止センター 

7. 民生委員・児童委員 

8. 医療機関 

9. 児童相談所 

10. 民間の子育て支援団体 

11. その他（                               ） 

12. 誰にも話したり相談したりしなかった 

 

 

 

問10 あなたは、身近な場所で虐待と思われることを見聞きすることがありますか。（1つに○） 

1. 直接見ることがある 2. 近所の人・知人等から聞くことがある 3. ない  

 

問10で「1.直接見ることがある」または「2．近所の人・知人等から聞くことがある」に○をつ

けた方にうかがいます。 

 

問10-1 そのとき、あなたはどのようにしようと思いましたか。（当てはまるものすべてに○） 

1. 警察に相談 

2. 虐待防止センターに相談 

3. 児童相談所に相談 

4. 幼稚園・保育所等に相談 

5. 自分の家族や近所の人とそのことについて話をする 

6. 当事者と直接、話をする 

7. その他（                                ） 

8. 特に何もしようと思わなかった 
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問11 あて名のお子さんの保護者の現在の就労状況（自営業、家族従事者含む）をお答えくださ

い。母親、父親それぞれについてご記入ください。 

※母子家庭、父子家庭の場合はどちらかの設問のみご回答ください。（以下、同様です。） 

主な保護者が母親・父親でない場合は、問14にお進みください。 

※「フルタイム」：１週５日程度・１日８時間程度の就労 

※「パート・アルバイト等」：「フルタイム」以外の就労 

 
母親 

（1つに○） 

父親 

（1つに○） 

フルタイムで就労しており、 
産休・育休・介護休業中ではない 

１ １ 

フルタイムで就労しているが、 
産休・育休・介護休業中である 

２ ２ 

パート・アルバイト等で就労しており、 
産休・育休・介護休業中ではない 

３ ３ 

パート・アルバイト等で就労しており、 
産休・育休・介護休業中である 

４ ４ 

以前は就労していたが、現在は就労していない ５ ５ 

これまで就労したことがない ６ ６ 

 

問11-1 問11で「1」～「4」に○をつけた方にうかがいます。 

※母親、父親それぞれで、上記に該当する方のみお答えください。（以下、同様です。） 

週当たりの就労日数、1日当たりの就労時間（残業時間含む）、家を出る時間、帰

宅時間をご記入ください。時間が一定でない場合は、最も多いパターンについてお

答えください。（数字は１枠に１字） 

※時間は必ず（例）０９時００分～１８時３０分のように２４時間制でご記入くださ

い。 

 母親 父親 

1週当たり     日     日 

1日当たり     時間     時間 

家を出る時間     時    分ごろ     時    分ごろ 

帰宅時間     時    分ごろ     時    分ごろ 

 

問12 問11で「3」または「4」（パート・アルバイト等で就労している）に○をつけた方にうか

がいます。 

フルタイムへの転換希望はありますか。 

 
母親 

（1つに○） 

父親 

（1つに○） 

フルタイムへの転換予定がある 1 1 

フルタイムへの転換希望はあるが、予定はない 2 2 

パート・アルバイト等の就労を続けることを希望 3 3 

パート・アルバイト等をやめて子育てや家事に専念したい 4 4 

就労状況についてうかがいます。 

問 11-１に回答後、 

問 14 ヘ 

問 11-１に回答後、 

問 12 ヘ 

⇒問 13 ヘ 
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問13 問11で「5．以前は就労していたが、現在は就労していない」または「6．これまで就労

したことがない」に○をつけた方にうかがいます。 

就労したいという希望はありますか。 

また、該当する場合には数字をご記入ください。（数字は１枠に１字） 

 

 
母親 

（1つに○） 

父親 

（1つに○） 

子育てや家事などに専念したい（就労の予定はない） 1 1 

１年より先、一番下の子供が    歳になったころに就労したい 2 2 

すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい 3 3 

 

（希望する就労形態） 
  

【母親】   

ア．フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労）   

イ．パートタイム、アルバイト等（「ア」以外）   

   →１週当たり  日  １日当たり    時間   

【父親】   

ア．フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労）   

イ．パートタイム、アルバイト等（「ア」以外）   

   →１週当たり  日  １日当たり    時間   
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※ここでいう「定期的な教育・保育事業」とは、月単位で定期的に利用している幼稚園・保育所・

認可外保育施設などの事業を指し、親族・知人による預かりは含みません。 

 

問14 あて名のお子さんは現在、幼稚園や保育所などの「定期的な教育・保育事業」を利用され

ていますか。（１つに○） 

1. 利用している   2. 利用していない  →問14-5へ 

 

問14-1～問14-4は、問14で「1.利用している」に○をつけた方にうかがいます。 

問14-1 あて名のお子さんは、平日どのような教育・保育事業を利用していますか。年間を通じ

て「定期的に」利用している事業をお答えください。（当てはまるものすべてに○） 

1. 幼稚園 

（通常の就園時間の利用） 

2. 幼稚園の預かり保育 

（通常の就園時間を延長して預かる事業のうち定

期的な利用のみ） 

3. 市立保育所及び私立認可保育所（園） 

（国が定める最低基準に適合した施設で都道府県

等の認可を受けたもの） 

4. 認定こども園 

（幼稚園と保育施設の機能を併せ持つ施設） 

5. 小規模保育事業所 

（国が定める最低基準に適合した施設で市の認可

を受けた定員が概ね6～19人のもの） 

6. 事業所内保育施設 

（企業が主に従業員用に運営する施設） 

7. その他の認可外の保育施設 

8. ファミリー・サポート 

9. その他（           ） 

 

 

問14-2 平日に定期的に利用している教育・保育事業について、どのくらい利用していますか。

また、希望としてはどのくらい利用したいですか。１週当たり何日、１日当たり何時間（何

時から何時まで）かを数字でご記入ください（数字は１枠に１字）。 

※時間は必ず（例）０９時00分～１８時30分のように２４時間制でご記入ください。 

（１）現在 

１週当たり    日  

１日当たり    時間    分（    時    分～    時    分） 

 

（２）希望 

１週当たり    日  

１日当たり    時間    分（    時    分～    時    分） 

 

あて名のお子さんの平日の定期的な教育・保育事業の利用状況についてうかがいます。 
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問14-3 現在、利用している教育・保育施設への通園距離・時間について、どの程度負担に感

じますか。（1つに○） 

1. とても負担に感じる 

2. ある程度負担に感じる 

3. あまり負担に感じない 

4. まったく負担に感じない 

 

問14-4 現在、利用している教育・保育施設への満足度について、どの程度感じていますか。

（1つに○） 

1. とても満足に感じる 

2. ある程度満足に感じる 

3. あまり満足に感じない 

4. まったく満足に感じない 

 

問14-5 問14で「2．利用していない」に○をつけた方にうかがいます。 

利用していない理由は何ですか。（当てはまるものすべてに○） 

1. 子どもが小さいうちは、家庭で教育・保育したい 

2. 子どもの母親か父親が就労していないので、利用する必要がない 

3. 子どもの祖父母や親戚の人がみている 

4. 近所の人や父母の友人・知人がみている 

5. 利用したいが、幼稚園・保育所等に空きがない 

6. 利用したいが、経済的な理由で幼稚園・保育所等を利用できない 

7. 利用したいが、延長・夜間等の時間帯、場所等の条件が合わない 

8. 利用したいが、質や内容など、希望する幼稚園・保育所等がない 

9. その他（                                ） 

 

問14-6 問14-5で「5. 利用したいが、経済的な理由で幼稚園・保育所等を利用できない」に

○をつけた方にうかがいます。 

今後、幼児教育が無償化された場合、幼稚園・保育所等を利用したいと思いますか。 

（1つに○） 

1. はい 2. いいえ 

 

 

～幼児教育の無償化について～ 

国は、子育て世帯を応援するため、３～５歳までのすべての子どもたちの幼稚園、保育所、認

定こども園※の費用を無償化するとし、2019年10月からの全面実施を目指しています。 

なお、０～２歳児は、当面、住民税非課税世帯のみ対象となります。 

※地域型保育（小規模保育等）は、認可保育所と同様に無償化の対象となります。 

企業主導型保育事業については、利用者負担相当分が無償化の対象となります。 

保育の必要性があって認可保育所や認定こども園を利用できない子どもが認可外保育施設を利用したり、

幼稚園の預かり保育等を利用する場合も、上限額まで無償化されます。 
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問15 すべての方にうかがいます。 

現在、利用している、利用していないにかかわらず、あて名のお子さんの平日の教育・保育

事業として、「定期的に」利用したいと考える事業をお答えください。 

（当てはまるものすべてに○） 

なお、これらの事業を利用する場合には、一定の利用料がかかるものとしてお答えください。 

1. 幼稚園 

（通常の就園時間の利用） 

2. 幼稚園の預かり保育 

（通常の就園時間を延長して預かる事業のうち定期

的な利用のみ） 

3. 市立保育所及び私立認可保育所（園） 

（国が定める最低基準に適合した施設で都道府県等

の認可を受けた定員20人以上のもの） 

4. 認定こども園 

（幼稚園と保育施設の機能を併せ持つ施設） 

5. 小規模保育事業所 

（国が定める最低基準に適合した施設で市町村の認

可を受けた定員概ね6～19人のもの） 

 

6. 家庭的保育（保育ママなど） 

（保育者の家庭等で５人以下の子どもを保育する事業） 

7. 事業所内保育施設 

（企業が主に従業員用に運営する施設） 

8. その他の認可外の保育施設 

9. ファミリー・サポート 

10. 居宅訪問型保育 

（ベビーシッターのような保育者が子どもの家庭で保育

する事業） 

11. その他（            ） 

 

 

 

 

問15-1 教育・保育事業は、どこで利用したいですか。（1つに○） 

1. 石巻市内 2. 他の市町村（         ） 

 

 

問15-２ 問15で「1.幼稚園」または「2.幼稚園の預かり保育」に○をつけ、かつ「3」～「11」

のいずれかにも○をつけた方にうかがいます。 

特に幼稚園（幼稚園の預かり保育をあわせて利用する場合を含む）の利用を強く希望し

ますか。（1つに○） 

1. はい 2. いいえ 

 

 

問15-３ あて名のお子さんを預ける教育・保育施設を選ぶ際、どのようなことを重視しますか。

（当てはまるもの3つまでに○） 
 

1. 教育・保育に対する運営方針に共感できる 

2. 活動内容（評判）が良い 

3. 開園時間が利用希望にあう 

4. 産休明け（産後2か月）保育を行っている 

5. 通園バスなど、移動手段が充実している 

6. 居住地や親族の家、通勤場所に近い 

7. 兄弟姉妹が通園している 

8. 施設の設備や広さが充実している 

9. セキュリティが充実している 

10. 保育料が手ごろ（安価） 

11. 保護者の負担が軽い 

12. その他（           ） 
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問16 あて名のお子さんは、現在、子育て支援センターを利用していますか。（1つに○） 

また、おおよその利用回数（頻度）を数字でご記入ください（数字は１枠に１字）。 

※「子育て支援センター」：親子が集まって過ごしたり、相談をしたり、情報提供を受けたりする場

で、本市では１２か所あります。 

   湊・渡波・河北・雄勝・河南・桃生・北上・牡鹿・釜子育て支援センター 

   なかよし保育園地域子育て支援センター 

マタニティ子育てひろば「スマイル」 

にじいろひろば 

1. 利用している 

１週当たり    回もしくは１か月当たり     回程度 

2. 利用していない 

 

 

問17 子育て支援センターについて、今は利用していないが、できれば今後利用したい、あるい

は、利用日数を増やしたいと思いますか。（1つに○） 

また、おおよその利用回数（頻度）を数字でご記入ください（数字は１枠に１字）。 

1. 利用していないが、今後利用したい 

１週当たり    回もしくは１か月当たり    回程度 

2. すでに利用しているが、今後利用日数を増やしたい 

１週当たり 更に   回もしくは１か月当たり 更に    回程度 

3. 今のままの回数で利用したい 

4. 新たに利用したいと思わない 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あて名のお子さんの地域の子育て支援事業の利用状況についてうかがいます。 

 

半分くらいまで来たよ！ 
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問18 あて名のお子さんについて、土曜日と日曜日・祝日に、定期的な教育・保育事業の利用希

望はありますか（一時的な利用は除きます）。（1つに○） 

希望がある場合は、利用したい時間帯を（例）０９時00分～１８時00分のように２４時間

制でご記入ください（数字は１枠に１字）。 

なお、これらの事業の利用には、一定の利用料がかかるものとしてお答えください。 

 

（１）土曜日 

1. 利用する必要はない 

2. ほぼ毎週利用したい      利用したい時間帯 

3. 月に１～２回は利用したい       時    分から    時    分まで 

 

 

（２）日曜・祝日 

1. 利用する必要はない 

2. ほぼ毎週利用したい      利用したい時間帯 

3. 月に１～２回は利用したい       時    分から    時    分まで 

 

 

 

問19 「幼稚園」を利用されている方にうかがいます。 

あて名のお子さんについて、夏休み・冬休みなど長期の休暇期間中の教育・保育事業の利用

を希望しますか。（1つに○） 

希望がある場合は、利用したい時間帯を、（例）０９時00分～１８時00分のように２４時間

制でご記入ください（数字は１枠に１字）。 

なお、これらの事業の利用には、一定の利用料がかかるものとしてお答えください。 

1. 利用する必要はない 

2. 休みの期間中、ほぼ毎日利用したい   利用したい時間帯 

3. 休みの期間中、週に数日利用したい      時    分から    時    分まで 

 

 

あて名のお子さんの土曜・休日や長期休暇中の「定期的」な 

教育・保育事業の利用希望についてうかがいます。 
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問20 平日の定期的な教育・保育事業を利用していると答えた保護者の方（問14で「１.利用し

ている」に○をつけた方）にうかがいます。利用されていない方は、問21にお進みください。 

この１年間に、あて名のお子さんが病気やケガで通常の事業が利用できなかったことはあります

か。（１つに○） 

1. あった 2. なかった  →問21へ 

 

問20-1、問20-2は、問20で「1.あった」と回答した方にうかがいます。 

問20-1 あて名のお子さんが病気やケガで普段利用している教育・保育事業が利用できなか

った場合に、この１年間に行った対処方法をお答えください。（当てはまるものすべて

に○）また、それぞれの日数を数字でご記入ください（半日程度の対応の場合も１日と

カウントしてください。数字は１枠に１字。）。 

１年間の対処方法 日数 

1. 父親が休んだ 日 

2. 母親が休んだ 日 

3. 親族・知人（同居者を含む）に子どもをみてもらった 日 

4. 父親または母親のうち就労していない方が子どもをみた 日 

5. 病児保育もしくは病後児保育を利用した 日 

6. ベビーシッターを利用した 日 

7. ファミリー・サポートを利用した 日 

8. 仕方なく子どもだけで留守番をさせた 日 

9. その他（              ） 日 

「病 児 保 育」：症状の急変は認められないが、病気の回復期には至っていない児童を預かる事業 

「病後児保育」：病気の回復期に児童を一時的に預かる事業 

 

問20-2 できれば病児・病後児のための保育施設を利用したいと思いますか。（1つに○） 

また、そう思う場合、年間希望日数を数字でご記入ください（数字は１枠に１字）。 

なお、病児・病後児のための事業等の利用には、一定の利用料がかかり、利用前にかか

りつけ医の受診が必要となります。 

1. できれば病児・病後児のための保育施設を利用したい ⇒    日 

2. 利用したいとは思わない 

 

問20-３ 問20-2で「２.利用したいと思わない」と回答した方にうかがいます。 

利用したいと思わない理由は何ですか。（当てはまるものすべてに○） 

1. 利用料金が高いから 

2. 利用するための手続きが大変だから 

3. 利用できる施設が自宅から遠いから 

4. みてくれる親族や知人がいるから 

5. 病気やケガのときは側にいてあげたいから 

6. 預けるのが不安だから 

7. その他

（                ） 

あて名のお子さんの病気の際の対応についてうかがいます。 

（平日の教育・保育事業を利用する方のみ） 
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問21 あて名のお子さんについて、日中の定期的な保育や病気のため以外に、私用、親の通院、

不定期の就労等の目的で不定期に利用している事業はありますか。 

（当てはまるものすべてに○） 

また、１年間の利用日数（おおよそ）を数字でご記入ください（数字は１枠に１字）。 

利用している事業・日数（年間） 

1. 一時預かり 

（私用など理由を問わずに保育所などで一時的に子どもを保育する事業） 
日 

2. 幼稚園の預かり保育 

（通常の就園時間を延長して預かる事業のうち不定期に利用する場合のみ） 
日 

3. ファミリー・サポート 日 

4. ベビーシッター 日 

5. その他（              ） 日 

6. 利用していない  

 

問21-1 問21で「6．利用していない」と回答した方にうかがいます。 

現在利用していない理由は何ですか。（当てはまるものすべてに○） 

1. 特に利用する必要がない 

2. 事業の質に不安がある 

3. 事業の利便性（立地や利用可能時間・

日数など）がよくない 

4. 利用料がかかる・高い 

5. 利用料がわからない 

6. 自分が事業の対象者になるのかどうかわか

らない 

7. 事業の利用方法（手続き等）がわからない 

8. その他（           ） 

 

 

問22 あて名のお子さんについて、私用、親の通院、不定期の就労等の目的で、問21で示した事

業等を利用する必要があると思いますか。（1か２どちらかに○） 

「1.利用したい」場合は、目的、利用したい年間希望日数（合計と内訳）をご記入ください。 

（当てはまるものすべてに○、数字は１枠に１字） 

なお、事業の利用にあたっては、一定の利用料がかかるものとしてお答えください。 

1. 利用したい 計    日 

 
ア. 私用（買物、子供（兄弟姉妹を含む）や親の習い事等）、リフレッ

シュ目的 
日 

 イ. 冠婚葬祭、学校行事、子ども（兄弟姉妹を含む）や親の通院 等 日 

 ウ. 不定期の就労 日 

 エ. その他（           ） 日 

2. 利用する必要はない  

 

あて名のお子さんの不定期の教育・保育事業や 

一時預かり等の利用についてうかがいます。 
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問23 この１年間に、保護者の用事（冠婚葬祭、保護者・家族の病気など）により、あて名のお

子さんを泊りがけで家族以外にみてもらわなければならないことはありましたか（預け先が

見つからなかった場合も含みます）。（1か２どちらかに○） 

「1.あった」場合は、この１年間の対処方法とそれぞれの日数を数字でご記入ください（当

てはまるものすべてに○、数字は１枠に１字）。 

１年間の対処方法 日数 

1. あった ア. 親族・知人（同居者を含む）にみてもらった 泊 

 
イ. 短期入所生活援助事業（ショートステイ）を利用した（児

童養護施設等で一定期間、子どもを保護する事業） 
泊 

 
ウ. イ以外の保育事業（認可外保育施設、ベビーシッター等）

を利用した 
泊 

 エ. 仕方なく子どもを同行させた 泊 

 オ. 仕方なく子どもだけで留守番をさせた 泊 

 カ. その他（                ） 泊 

2. なかった  

 

 

 

 

問24 あて名のお子さんについて、小学校低学年（１～３年生）のうちは、放課後（平日の小学

校終了後）の時間をどのような場所で過ごさせたいと思いますか。 

（当てはまるものすべてに○） 

また、それぞれ希望する週当たりの日数を数字でご記入ください。（数字は１枠に１字） 

「6．放課後児童クラブ」の場合には、利用を希望する時間も数字でご記入ください。 

※時間は必ず(例)１８時00分のように２４時間制でご記入ください。 

1. 自宅 週   日くらい 

2. 祖父母宅や友人・知人宅 週   日くらい 

3. 習い事 

（ピアノ教室、サッカークラブ、学習塾など） 
週   日くらい 

4. 子どもセンター（らいつ） 週   日くらい 

5. 放課後子ども教室 週   日くらい 

6. 放課後児童クラブ 
週   日くらい 

→下校時から    時    分まで 

7. ファミリー・サポート 週   日くらい 

8. その他（公民館、公園など） 週   日くらい 

「放課後子ども教室」：地域の方々の協力を得て、放課後や週末に小学校や公民館で学習・スポーツ文化芸術

活動などを体験する取組です。保護者の就労の有無に関わらず、すべての小学生が利

用できます。 

「放課後児童クラブ」：保護者が就労等により昼間家庭にいない場合などに、指導員の下、子どもの生活の場を

提供するものです。利用する場合は一定の利用料がかかります。 

あて名のお子さんの小学校就学後の放課後の過ごし方についてうかがいます。 
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問25 あて名のお子さんについて、小学校高学年（４～６年生）になったら、放課後の時間をど

のような場所で過ごさせたいと思いますか。（当てはまるものすべてに○） 

また、それぞれ週当たりの日数を数字でご記入ください。（数字は１枠に１字） 

「6．放課後児童クラブ」の場合には、利用を希望する時間、何年生まで利用したいかを数

字でご記入ください。 

※時間は必ず(例)１８時00分のように２４時間制でご記入ください。 

だいぶ先のことになりますが、現在お持ちのイメージでお答えください。 

1. 自宅 週   日くらい 

2. 祖父母宅や友人・知人宅 週   日くらい 

3. 習い事 

（ピアノ教室、サッカークラブ、学習塾など） 
週   日くらい 

4. 子どもセンター（らいつ） 週   日くらい 

5. 放課後子ども教室 週   日くらい 

6. 放課後児童クラブ 

週   日くらい 

→下校時から    時    分まで 

→  年生が終わるまで 

7. ファミリー・サポート 週   日くらい 

8. その他（公民館、公園など） 週   日くらい 

 

 

 

問26 あて名のお子さんが遊ぶ場所として、あったらよいと思うものはどのような場所ですか。 

（○は３つまで） 

1. 子どもが歩いていくことができる身近な公園 

2. 遊具が充実している大きな公園 

3. サッカーやバドミントンなどができる開放的な広場 

4. 雨の日や冬期間でも遊ぶことができる屋内施設 

5. プレーパークのような遊び場 

6. その他（                             ） 

「プレーパーク」：既製の遊具が用意された公園とは違い、子どもが自ら遊びを作り出す遊び場。遊ぶ環境づ

くりをサポートする専門スタッフ（プレーワーカー）が常駐し、土・木・水などを使った外

遊びができる。 

 

 

 

あともう少しです！ 
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問27 仕事と子育てを両立させる上で特に大変だと感じることは何ですか。           

（主なもの２つまでに○） 

1. 急な残業が入ってしまう 

2. 自分が病気・ケガをした時や子どもが急に病気になった時に代わりに面倒をみる人がいない 

3. 家族の理解が得られない 

4. 職場の理解が得られない 

5. 子どもの他に面倒をみなければならない人がいる 

6. 子どもの面倒をみてくれる施設などが見つからない 

7. 子どもと接する時間が少ない 

8. その他（                                ） 

 

 

問28 あなたが勤めている職場では、子育て家庭に対してどのような配慮がありますか。 

（当てはまるものすべてに○） 

1. 育児休業を取得しやすい環境づくり 

2. 短時間勤務制度を利用しやすい環境づくり 

3. 育児休業復帰後のフォロー体制や業務への配慮 

4. 子どもの看護休暇が取りやすい環境づくり 

5. 残業しなくてもよい（させない）配慮 

6. フレックスタイム制度の導入 

7. 始業時間・就業時間の調整 

8. 妊娠中・出産時の社員への配慮 

9. その他（          ） 

10. 特にない 

11. 勤務していない 

「フレックスタイム制度」：労働者自身が日々の労働時間の長さ、あるいは労働時間の配置（始業及び終業の

時刻）を決定することができる制度。 

 

問29 あて名のお子さんが生まれた時、父母のいずれか、もしくは双方が育児休業を取得しまし

たか。母親、父親それぞれについてお答えください。 

 
母親 

（1つに○） 

父親 

（1つに○） 

 

働いていなかった      1 1 →問30へ 

取得した（取得中である）  2 2 →問29-1へ 

取得していない       3 3 →問29-6へ 

 

問29-１ 問29で「2．取得した（取得中である）」と回答した方にうかがいます。 

育児休業取得後、職場に復帰しましたか。 

 
母親 

（1つに○） 

父親 

（1つに○） 

 

育児休業取得後、職場に復帰した 1 1 →問29-2へ 

現在も育児休業中である 2 2 →問29-5へ 

育児休業中に離職した 3 3 →問30へ 

 

ワーク・ライフ・バランスについてうかがいます。 



Ⅴ 調査票 
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問29-２～問29-4は、問29-１で「1．育児休業取得後、職場に復帰した」と回答した方にう

かがいます。 

問29-２ 育児休業から職場に復帰したのは、年度初めの保育所入所に合わせたタイミングで

したか。あるいはそれ以外でしたか。 

※年度初めでの認可保育所入所を希望して、１月～２月頃復帰して一時的に認可外保育施設

を利用した場合なども「1」に当てはまります。また、年度初めでの入所を希望して復帰し

たが、実際には希望する保育所に入所できなかったという場合も「1」を選択してください。 

 
母親 

（1つに○） 

父親 

（1つに○） 

年度初めの入所に合わせたタイミング 1 1 

それ以外 2 2 

 

問29-3 育児休業からは、「実際」にお子さんが何歳何か月のときに職場復帰しましたか。

また、お勤め先の育児休業の制度の期間内で、「希望」としては何歳何か月のときま

で取りたかったですか。それぞれ数字でご記入ください（数字は１枠に１字）。 

 母親 父親 

①実際の取得期間    歳    か月    歳    か月 

②希望の取得期間    歳    か月    歳    か月 

 

問29-4 問29-3で、実際の取得期間と希望が異なる方にうかがいます。 

希望の時期に職場復帰しなかった理由は何ですか。（当てはまるものすべてに○） 

（１）希望より「早く」復帰した方 

 母親 父親 

希望する保育所に入るため 1 1 

配偶者や家族の希望があったため 2 2 

経済的な理由で早く復帰する必要があったため ３ ３ 

人事異動や業務の節目の時期に合わせたため ４ ４ 

その他（                   ） ５ ５ 

 

（２）希望より「遅く」復帰した方 

 母親 父親 

希望する保育所に入れなかったため 1 1 

自分や子どもなどの体調が思わしくなかったため 2 2 

配偶者や家族の希望があったため ３ ３ 

職場の受け入れ態勢が整っていなかったため ４ ４ 

子どもをみてくれる人がいなかったため ５ ５ 

その他（                   ） ６ ６ 
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問29-5 問29-1で「2．現在も育児休業中である」と回答した方にうかがいます。 

あて名のお子さんが１歳になったときに必ず利用できる保育所があれば、１歳になるま

で育児休業を取得しますか。または、預けられても１歳になる前に復帰しますか。 

 
母親 

（1つに○） 

父親 

（1つに○） 

１歳になるまで育児休業を取得したい 1 1 

１歳になる前に復帰したい 2 2 

 

問29-6 問29で「3．取得していない」と回答した方にうかがいます。 

取得しなかった理由は何ですか。（当てはまるものすべてに○） 

 母親 父親 

子育てや家事に専念したかった 1 1 

職場に育児休業を取りにくい雰囲気があった 2 2 

仕事が忙しかった 3 3 

（産休後に）仕事に早く復帰したかった 4 4 

仕事に戻るのが難しそうだった 5 5 

昇給・昇格などが遅れそうだった 6 6 

収入減となり、経済的に苦しくなる 7 7 

保育所などに預けることができた 8 8 

配偶者が育児休業制度を利用した 9 9 

配偶者が無職、祖父母等の親族にみてもらえるなど、制度を利用する必要がなかった 10 10 

職場に育児休業の制度がなかった（就業規則に定めがなかった） 11 11 

有期雇用のため育児休業の取得要件を満たさなかった 12 12 

育児休業を取得できることを知らなかった 13 13 

産前産後の休暇（産前６週間、産後８週間）を取得できることを知らず、退職した 14 14 

その他（                    ） 15 15 

 

問30 最後に、子ども・子育て環境や子育て支援に関して、自由にご意見をご記入ください。 

調査にご協力いただきまして、ありがとうございました。 

切手は貼らずに同封の封筒に入れ、ご投函ください。 
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